
 

 

基準不適合発生箇所 

ステアリングコラムを車室内（インス

トルメントパネル下）に取付ける固定

用ブラケットの強度が不足しているた

め、ハンドルを端まで強く一杯に切る

操作を繰り返すと亀裂が生じるものが

ある。そのため、そのまま使用を続け

ると亀裂が進行し、最悪の場合、ステ

アリングコラムを固定できなくなるお

それがある。 

注：    は①の追加部品を示す。

      は②の交換部品を示す。

車体部品（インストルメント 
パネルリインホースメント） 対策ブラケット 

ハンドル 

車室内固定用ブラケット 

改善箇所説明図③ 

改善の内容 

全車両、当該ブラケットを点検し：①異常がない場合は対策ブラケットを追加する。②損傷

している場合には車体部品（インストルメントパネルリインホースメント）を対策品と交換

する。 

 
識別：改善済み車両には車台番号打刻の左上部に黄色ペイントを塗布する。 


